


夏まつり　　 ２

午亀蝸０ｑ分本り’

！・二’．西桂中学校グランド

器驚二１；♂側榊舳１』

鯛礁で繭喘肌

　夏の祭と言えば、ゆみたです。ゆかた

は、 夏の風物詩竈命分たは 、音の人が考

え出した合理的で最良の夏の衣類です
。

是非、犬勢の町民の方々が着て 、会場に

足を運んで戴きたいと思います 。

　８月１５日（日）は 、家などにいない

でお客さんをつれて 、夏まつりへお出か

け下さい。それがお客さんに対する何よ

りの持て成しではないでしょうか１

協弩婁；呈べ

自分で書いたポスター

が町内に飾られる

天や
．・ムコ・ナ・も

く８ん出るざ

写糧墓 ，
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蔓竃ａ吻の
藪蟹２ａ

ちぴっこプレイランド

帽黎

フアフア登場

河竈（ど５３ら）

　　コシデスト
４５ｏｍ四方のとうろうが

、謝以甲立ち並シ

みんなで踊ろう

盆蘭り
高８８ｍの

メイツ河竈護８

おたのしみに！
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３　国　保

穀艦綴幾窓鰯湧．

わｏ豪す

駅　　　　’ｗ
　私たちは、いつ病気やけがに襲われるかわかりません。もしそのとき 、お金がなくてお医者さん

にかかれないとしたら大変で九国民健康保険制度（国保）は、そういう場合にそなえ 、加入者が

それぞれの収入に応じてお金を出し合い、必要な費用にあてるという助け合いの制度です
。

　西桂町の国民健康保険税は 、平成１０年度に資産割額 ・均等割額 ・平等割額が改正されましｈ

　しかし、高齢化や医療技術の進歩等により 、医療費の支払が増加し、国保財政を圧迫してきていま

す。

　国保の健全な運営を保持し、また税の平準化をはかるため 、平成１１年度は資産割額 ・均等割額 ・

平等割額の税率等を改正いたしました。ご理解をくださいますようお願いいたします 竈

　　　　　　　　Ｅヨ５ 一・ Ｅヨ５ ’　　’ ．…Ｏ；

みなさんが納める保険税は、お医者さんにかかった時の医療費や、子供が生まれた時の給付など

にあてられています。そのため、保険税を納めない人が一人でもいると 、国保の財源が不足し 、健

全な運営に支障をきたすことになります。保険税は納期内に忘れずに納めましょう 。

に…誉’１’１■ ’呉 ＝．

ｎ

保険税 ・．．国県からの補助金
　　　　７・ 　　．．割

一部負担金

３副
医療機関の窓口で支払う一部負担金は 、実際にかかった医療費の一部（３割）です 。

残りの医療費（７割）は国保が負担しています
。

◆日８ロロ＾■蘭の甘口の仕方と聰一…耐竈■◆

０所得割額 ・・
招除後の所得金額及ぴ山林所得の合計額１こ乗じる率です

　均等割頷…被保険者一人当たりの頷です

改正前　改正後

６．ＯＯ％
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新生活運動　　４

砺じ嬉の晒幡琶副る鐵薔睡動襲晒順圓

［憂…亘困 西桂町・西桂町議会・西桂町教育委員会
・

西桂町各区、西桂町社会教育委員会、西桂町婦人会

冠婚葬祭並びに環境問題の改善

■

■

１， 出産 ・お節句 ・七五三 ・入学等の祝い→本来の内祝いのみとしましょう
。

２， 成　人　式→心のこもった祝としましょう
。

３， 結婚披露宴→披露宴は本人中心とし、できるだけ会費制にし 、引き出物は廃止し

　　ましょう
。

４， 病気見舞→見舞の金品は自粛し、快気祝は廃止しましょう 。

５， 葬式等の簡素化について

　（１）葬式の供物は近親者のみ ・とし、一般の会葬者の供物 ・花環は全廃しましょう
。

　（２）一般の会葬者は、香典を努めて自粛した金額にしましょう
血

　（３）香典返しは、手拭い１枚、もし＜は同程度のものとしましょう
。

　（４）姑とむらいの会葬は 、なるべく代表とし、会葬者には帰宅後の接待は行わな

　　　　いようにしましょう ｏ

　（５）忌中払いは廃止しましょう
。

　（６）葬式の手伝いは 、前目と当目の２目間にとどめましょう
。

　（７）悔やみは、近親者のみとし 、一般は廃止しましょう
。

　（８）法事はできるだけ簡素にしましょう
。

　（９）通夜の記帳とそのお返しは廃しましょう
。

‘

◎毎月第一日曜日は家庭の日 、家族そろって話し合いましょう
。

◎環境美化運動の推進

　（１）ゴミは収集目に出しましょう
。

　（２）ゴミの減■イヒに努めましょう
。

　（３）川にゴミを捨てないようにしましょう
。

　（４）限りある資源を大切にしましょう
。

◎交通安全の励行

　（１）車の運転の注意→バイク ・オートバイはヘルメットをかぶり 、車はシートベ

　　　　ルトを締めて慎重に運転しましょう
。

　（２）飲酒運転の絶滅→「事故を呼ぶ酒は飲まない飲ませない」

　（３）駐車禁止区域への駐章をやめましょう
。
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。
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期　　　目

　１８（氷〕

　行　　　　　口

　　親　　敦　　室

　蜴　　　　　所

乱、き醐目祉センター

　　　時　　　　　間

後１時３０分山

　対　　象　　讐

成１１年４ ・５ ・６月生

１９〔木〕 個ｉ　口　　相　　醐 い乱、き８口福祉センター 午前９時山１２時

２０｛金〕 ＝１■混合予防Ｉ薗口 いぎい冒に口恒祉センタ ー 受付撤１時～１時１５分 ’」、学６年生

２４｛火〕 ひ　よ　こ　学　級 い乱、音籏口福祉センタ ー 午前１０時山１２時

８月 ２５｛水〕 母　　親　　教　　宣 い乱、音Ｅ口祖祉セ：’夕 一 午前１０時～１２時 平成１１年４ ・５・６月生

２６（木〕 母　　子　　相　　醐 い乱、ぎｏ竈福祉セソター 午前９時山１２時

２６（木〕 棚　　能　　ｕｌ１　欄 い乱、ぎｏ口福祉センター 午後１時３０分～

２７｛金〕 乳　　児　　値　　１参 い乱、音ｏ口福祉センター 午後１時３０分山 醐１０年１０月 一醐１１年１ ・４月

３１｛火〕

｛木〕

値　　口　　相　　談

□　口　　相　　醐

い乱、音恒口福祉センター

乱、吉ｏ口福祉センタ ー

午前９時一１２時

前９崎一１２崎

２（木） 榊　　能　　日１１　細 い乱、吉簑口福祉センター 午後１時３０分山
９月
８休〕厨疹予防接１ 西　硅　中　学　校 午後１時３０分山 遣加握１１４・１５竈

９休〕母　子　　相　　醐 い乱、きｏ口福祉センター 午前９崎一１２時時一
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い
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と
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が
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。
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トイ詳 ■

五さア細常だ災ぶ供参
’■ ‘

１ ２５いセに的け害活た加
。ンつなで ・動ちや

・「’奇儀；書密こ１； ３ 夕き活な防 とフ

匿名さん 衣類 ・糸
３ １ま動く災 過リ
Ｏ まし 。’ 関 ご１

権守貴子さん タオル
Ｏ でて そ係 しス
おは れ／ なク

滝口和子さん 衣類 担 問’ にま がｉ
当 いボ 備さ らル

ＹＬＯ回収箱
使用済み 合ラ えか 共な
テレカ７０枚

羽 わン たの にど
田 せテ 日時 学子

匿名さん タオル

大勢の方々より牛乳パック 鰯

■
口
■ポスタ■・胴召

　山梨県では、県民の様々な社会１こ対する思いが結びあし、、自主的に

ボランティア活動へ参加し、「ともに支え合し、結びあうやまなし」を

構築してし、くため、丁県民ボランティア活動推進月問」を捉唱しまし

た由 推進月問は、この運動を推進してし、くため、ボランティア活動に

対する県民一人ひとりの理解を深め、地域に根づしｒた実践活動の実施

を目指し、２月の１ヵ月間を推進月闇として、全県的に広報活動や各

種事業を展開してし、くものです
。

　この月間におしｒて、県民のボランティア意識を更に高めるための啓

発用ポスター及び標語を募集します
。

　大勢の皆さんからのこ応募をお待ちしております 。

標　語…ポランティア活動に

　　　　対する「思し、」など

　　　　をやさしく表現した

　　　　作晶 。

○寡作晶

ポスター…環境保全やまちづく

り、 福祉など様々な

ボランティア活動の

様子を伝える作品
。

○募酩
ポスター・ 標語とも、小学生以上

０；鵬閻

平成１１年７月１日から９月３０日（木）まで（当日消印有功〕

※詳細につしｒては、ポランティアセンターまでお問しｒ合わせ下さしｒ。



青妙年育成西橦町民会議が

地む主体の１町民会讐へと生まれ変わりました！

　　　この夏位、撚のきずなと
：　　地城の運擦を深めよう２

　　　　　　　　　　　　　　　社会の高齢化 、少子化 、核家族化、地域の過疎 、都市化等の中
　ｒ地饒の
　　　　　　　　　　　　　　で 、子供たちの教育環境も著しく変化し 、子供たちの生活は 、大

子ど宅は　　　　 人社会と同様に慌ただしし、ものとなり 、子供たちの社会性の不
地ｏで百てる』　 足、 倫理観の閤題、自立の遅れ、いじめ問題や不登校周題など
　　　鉦　　　　　　　　　　　　　　憂慮すべき状況が見られます 。

　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　このような環境の中で 、子供たちの教育は 、学校 ・家庭 ・地域　　　　　　　一　　　　　　　曲

　　　　　　　　　　　　　社会がそれぞれの役割を果たしながら相互に連携し 、社会全体で取

　　　　　　　　　　　　り組んでいくことが極めて重要であり 、三者がともに話し合える場づ

　　　　　　　　くりや協カし合えるシステムの構築などを推進することが求められます
。

　そこで青少年育成呵民会議では 、今年度２回の総会を経て 、組織を見直して参りました。地域が

主体となり 、学校 ・家庭 ・地域社会の連携を図り 、地域ぐるみの教育を推進することにより 、青少

年の非行防止あるしｒは心豊かで生きるカを持った子供たちの育成を目指し各地区で様々な計画を実

施しています
。

また 、７月ｒ３日（火）午後７時３０分に西桂呵ＹＬ０会館で行われた晒桂町青少年を健全に育む会』

では 、７０名からの参加者のもと 、町駐在さん ・教育事務所 ・谷村工業高校 ・小中学校の先生を交

え、 青少年の現状について熱心な意見交換が取り交わされました。結論的に、家庭内における親の

在り方 ・子供との関わり方がクローズアップされ、青少年闇題の原因に親の責任が大きく閤題視さ

れた一面が伺われました
。

　青少年健全育成の『成功のカギ』は 、家庭教育そのものにあると言っても過言ではありません 。

学校教育ぱかりに頼ることなく 、もう一度家庭の中の子供を取り巻く環境を見詰め直しましょう！

改善すべき点があれば改善しましょう！『夫人が変われば、こどもも変わる』 。

ます、大人から変わっていきましょう！西桂呵の青少年健全育成は 、そこからはじまります 。

…
ｒ

　花火は、夏の風物詩として昔から親しまれてきましたが、ちょっとした

不注意から大惨事を招く恐れもあります
。

　夏休み中、花火に対する取り扱いには十分注意しましょう！

　正しい方法で時間 ・場所などを限定し、他人１こ迷惑のかからなしｒよう注

意しましょう’　あとかたづけにも注意してね’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　西桂田丁冑少年総台対策本部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　青少年育成西桂田丁民会議より
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国
民
年
金
に
は

任
意
加
入
制
度

　
　
　
　
が
あ
り
省
オ
ド
．

　
平
成
ｎ
年
－
月
－
日
よ
り
印
鑑
登

録
証
が
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
だ
、
「
印
鑑
登
録
証
の
交
換
」
が
済

ん
で
い
な
い
方
…

★
８
月
末
日
ま
で
に
は
、
＾
旧
〕
印
鑑

　
登
録
証
を
持
参
の
上
、
窓
口
で
交

　
換
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

★
尚
、
印
鑑
登
録
証
紛
失
（
見
つ
か

　
ら
な
い
。
）
・
廃
止
（
使
わ
な
い
。

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
２
５
年
以
上
の
保
険
料
納
付
期

問
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
（
免
除
を
受

け
た
期
間
も
含
む
。
）
国
民
年
金
で
は
、

６
０
歳
ま
で
に
こ
の
受
給
資
格
期
間
を

満
た
せ
な
い
方
の
た
め
に
、
６
０
歳
か

ら
６
５
歳
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
加

入
し
て
受
給
資
格
期
間
を
補
う
、
任

意
加
入
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

、
紺
呆
性
老
人

　
家
庭
看
護
教
室

　
　
　
　
　
の
ご
案
内

　
年
を
と
る
と
、
か
ら
だ
と
心
に
変

化
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

　
物
忘
れ
が
ひ
ど
い
、
身
の
ま
わ
り

　
　
　
　
２
４
－
９
０
３
４
）
ま
た

　
　
　
　
は
、
役
場
保
健
婦
に
お
申

　
　
　
　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
紳
蝶
災 ◎

パ
ソ
コ
ン
詞
座
・

　
　
　
９
月
２
４
日
・
２
７
日
・
２
８
日
・

時
　
間

定
　
星

受
講
料

３
０
日
の
４
目
間

午
後
６
時
か
ら

午
後
８
時
５
０
分

２
０
名
２
，
１
Ｏ
Ｏ
円

☆
受
付
期
間

　
　
各
講
座
と
も
開
講
日
の
７
日
前

　
　
ま
で
、
但
し
定
員
に
な
れ
ば
締

　
　
め
切
り
ま
す
。

一
杉
閑
ぺ

　
県
警
で
は
、
８
月
－
日
か
ら
３
１
日

ま
で
の
ー
ケ
月
間
を
「
行
方
不
明
者

等
捜
索
強
化
期
聞
」
と
し
期
間
中
は
、

警
察
本
部
刑
事
部
鑑
識
課
＾
０
５
５

－
２
３
５
－
２
１
２
１
内
線
７
３
０

－
２
１
９
）
・
都
留
警
察
署
刑
事
生

活
安
全
課
（
０
５
５
４
－
４
５
１
ｏ

１
１
Ｏ
内
線
２
５
５
）
に
「
行
方
不

明
の
人
を
探
す
相
談
所
」
を
開
設
す

る
な
ど
、
家
出
人
の
行
方
に
つ
い
て

全
力
を
あ
げ
て
調
査
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

○
家
出
時
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
で
あ

　
っ
た
。



ｇ　暮集 ・おしらせ

　　　募　募　　　そ　 ３２ 　　 １． 競　　 ３　 ２　 １参場　期いの
　西集平集行め細の数 ．． 交ゲ　技可男　業 ．生 ‘加所　目 。でフ

茸習徽１ギｌｌｌｌｌｌ１婁 １１１

富±五湖広域行政事務組合消防職員採用試験を次のとおり実施します 。

１． 採用固種及び採用予定人員　　　消防職員　６名

２． 受藪資楮

　　（１）学歴用件

　　　　○大学卒 １昭和４８年４月２日以降に生まれた者 。

　　　　＠短大卒 ：昭和５０年４月２日以降１こ生まれた者 。

　　　　ゆ高校卒 １昭和５２年４月２日以降に生まれた者 。

　　　　　または、平成１２年３月に大学 ・短大 ・高校以上を卒業見込の者由なお、身体的要件もあり

　　　　ますので詳細は、要項で確認してください 。

　　（２）住所要件

　　　　平成１０年８月１日以前から引き続き富士吉田市、西桂町、忍野村、山中湖村、河口湖村 、

　　　　勝山村、足和田村、鳴沢村、上九一色村（以下「関係市町村」とし、う。）に住所を有し、かつ

　　　　住民基本台帳１こ記載がなされてしｒる者
由

　　　　　ただし、就学等で関係市町村１こ住所を有してしｒない者でも、家族等が平成１０年８月１日以

　　　　前から引き続き関係市町村に住所を有し、かつ住民基本台帳に記載がなされてし１る場合は資格

　　　　を有します 。

　　　　　尚、日本国籍のなしｒ者、禁治産者及ぴ準禁治産者などは受験できません 。

３． 試験日と内容

　　（１）第１次試験

　　　　学科試験 ・体力測定　　　　平成１１年１０月３日（日〕

　　　　公務員（特に消防史員）として必要な一般常識、教養問題及び遭性検査並びに論文の筆記試

　　　　験を実施するとともに消防史員として必要な体力についても測定します
。

　　（２〕第２次試験

　　　　口述（面接）試験

　　　　　平成１１年１１月１４日（日）「第２次試験は第１次試験合格者のみ実施します」

４． 受付期閻

　平成１１年８月９日（月）から９月８日（水〕

　　但し、土、日曜日、祭日は除く。（郵送の場合は９月８日消印のあるものまで受付します 。）

５． 間合せ
　　富士五湖広域行政事務組合富士五湖消防本部管理課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話直通１ ０５５５－２２－４４２８
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ニ　ヨ　…
暮霞 ，，

自衛隊では、航空学生、一般曹候補学生、曹候補士、２等陸 一海 一空士、防衛大学校学生、防衛医科

大学校学生、看護学生を募集します。希望するコースによって募集受付期間、試験目、年齢制限等が

異なりますので、詳ししｒことは募集事務所へお問し、合わせ下さし、。

，集覆目 竈　　　　格 受村獺固 試験期　目

航　空　学　生
高卒（見込） １次１９月２３目　２次 １１０月１６日～２２目

２１歳未満の者 ３次（空） １１１月１４日～１２月１１日

一般曹候補学生
１８歳以上

２４歳未満の者 ８月２目～
１次 １９月１８目

薗　候　補　±
１８歳以上 ２次：１０月６目～１２日
２７歳未満の者

男子
９月１０日

２等 １８歳以上
９月１６目文は１７目

陸・海・空± 女子 ２７歳未満の者 ９月２７日

推薦 高卒（見込）
９月６日～

防衛大学校 ９月１０日
９月１８日～１９目

学生
２１歳未満の者

一般 ※推薦には要別途資格
１次１１１月１３日～１４日

９月１４日～ ２次 １１２月１４目～１７日

防　衛　医　科 高卒． （見込） １次 １１１月．６日～７目

大学校学生 ２１歳未満の者 ２次 １１． ２月８目～１０日

看　護　学　生
高卒（見込） １Ｏ月１３日 １次 ：１０月２８日

２２歳未満の女子 ２次 １１１月２１日～２５日

大月募集事務所（０５５４－２２－１２９８）

三珠分駐所（０５５－２７２－０８８４）

甲府募集案内所（０５５　２２８　６４２７）

自衛隊山梨地方連絡部（０５５－２５３－１５９１）

　　　８胃は通商猷省軸の

紳用安全

ｏ

、　　　　　　■

　　　　　’、　　 〔　〔
　　
．．
　篶 害全匡ね１

　　　 ’＝・

　　 ｏｏ

ｌ□ほくは
、

　　宣圭工し古串ん

留駅関東量気保安協会

　　　　　　申　　　試　　第　　受　　　　受
　　　・　 ・込県県験’ ９１８付業年昭験
県電県電警 ・人警案月次月期（４和資
内話人話察間事察内１９試２０聞見月４４格
奪１萎１森茎奮釜皐旦験旦菱占牙
察５員５ 警わ会 ・込日　金　をに月
署占会占務せ事県讐）　）　含生２
　２ 事３課先務内配山　 ま　 むま日
　３務５ 　　局各布梨　で　）れか
　士局占　　で警　学　　　以 ’ら

　葦呈 　器奪笑　　妙霜
　１１ 　　、 学　　人卒５７
　県申　　試　　第　　受　　　　　　　　　受
電会苧芹繋糾負嘉 。。昭享 。。昭学あ警

総１譲１間１榊 隻１格

２局先事配山ｇに２に２務３　　務布梨　月　生日　生日　王
圭　肇震昌荒奮荒宕毒
１　零傘 月矢霜矢霜気



保膏所／

　
４
月
よ
り
ー
５
７
名
の
園
児
１
６
名

の
職
員
に
て
毎
月
元
気
に
す
ご
し
て

お
り
ま
す
。
毎
年
行
わ
れ
る
色
々
な

行
事
を
毎
月
ア
イ
デ
ア
を
加
え
な
が

ら
取
り
組
み
、
そ
の
結
果
子
供
た
ち

の
喜
ぶ
姿
を
見
て
は
保
育
者
達
の
次

へ
の
ス
テ
ッ
プ
の
活
力
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
７
月
３
・
４
日
に
は
お
泊

り
保
育
が
行
わ
れ
７
月
の
伝
統
行
事

で
も
あ
る
七
夕
飾
り
や
ボ
ン
フ
ア
イ

ヤ
ー
・
花
火
大
会
・
ス
イ
カ
割
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
、
と
て
も
楽
し
い
子

ど
も
達
の
思
い
出
に
残
る
行
事
と
な

り
ま
し
た
。
職
員
一
同
大
満
足
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
母
さ

ん
が
庭
園
に
あ
る
ス
ワ
ン
に
ポ
ケ
モ

ン
の
絵
を
描
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
も
完
成
を
今
か
今
か
と
待

っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
ｏ
才
児
保
育
は
徐
々
に

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年

度
乳
児
保
育
促
進
対
策
費
補
助
金
事

業
を
実
施
し
、
国
か
ら
補
助
金
を
い

た
だ
き
保
育
環
境
を
整
え
本
格
的
に

開
始
と
な
り
ま
し
た
、
保
護
者
の
二

ー
ズ
に
答
え
ら

れ
る
保
育
、
子
　
　
　
　
一

ど
も
達
が
心
地

よ
く
過
ご
せ
る

保
育
を
、
絶
え

ず
考
え
な
が
ら

取
り
組
ん
で
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
一

　
５
・
６
年
前
か
ら
延
長
保
育
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
少
し
で
も

保
護
者
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
が
出
来
、

子
ど
も
達
が
安
定
し
た
状
態
で
過
ご

せ
る
よ
う
心
が
け
、
保
育
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　
現
在
は
早
朝
８
時
；
８
時
３
０
分

　
延
長
は
４
時
３
０
分
；
６
時
で
す
。

　
延
長
料
金
は
頂
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
朝
７
時
；
夜
７
時
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

　
先
月
号
よ
り
幼
児
を
育
て
る
お
母

さ
ん
方
へ
、
子
育
て
の
ポ
イ
ン
ト
を

紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
を
掲
載
し
は
じ

め
ま
し
た
。

　
前
回
は
、
『
気
持
ち
を
安
定
さ
せ

る
』
で
し
た
…

　
気
持
ち
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

自
由
を
た
＜
さ
ん
あ
げ
よ
う

　
私
た
ち
は
自
由
が
大
好
き
で
す
。

「
叱
ら
ず
に
育
て
よ
う
」
と
か
、
「
笑
顔

で
接
し
て
い
よ
う
」
と
育
児
書
に
書
い

て
あ
つ
て
も
、

や
っ
ぱ
り
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
育
て

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
も
同
じ
で
す
。
自
分
の
意
志

で
、
興
味
の
あ
る
こ
と
を
自
由
に
、
好

き
な
よ
う
に
遊
ぷ
の
が
大
好
き
で
す
。

　
た
だ
、
そ
の
遊
び
方
が
、
散
ら
か
し

た
り
、
友
達
と
の
け
ん
か
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
す
る
の
で
、
親
の
ほ
う
は
拒

否
し
た
り
、
け
ん
か
を
す
ぐ
止
め
た
り

し
ま
す
。

　
で
も
、
拒
否
や
規
制
が
多
い
と
、
子

ど
も
は
い
つ
も
親
の
意
向
を
確
か
め
な

が
ら
、
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
の
遊
び
し
か
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
は
、
イ
ラ
イ
ラ
も
す
る
し
、

自
由
な
発
想
も
探
求
心
も
、
ま
た
友
達

だ
ち
と
の
つ
き
あ
い
方
を
学
ぷ
芽
も
育

ち
に
く
い
で
し
よ
う
。

　
「
こ
こ
で
な
ら
い
い
」
と
い
う
よ
う

に
条
件
を
示
し
な
が
ら
、
禁
止
や
制
限

は
な
る
べ
く
低
く
し
ま
し
ょ
う
。
の
び

の
び
と
し
た
自
由
さ
の
な
か
か
ら
は
、

イ
ラ
イ
ラ
や
不
安
感
は
生
ま
れ
ま
せ

ん
。



．÷＝ 十二 今、 奮．
（

　人口世帯
　　平成「１年７月「目現在

男　２ ，４２５人（一１）

女　２ ，５２３人（一２〕

合言十４ ，９４８人（一３）

世帯　１ ，４２５世帯Ｈ〕

広報にしかつら　２７１号　　１２

原田　景荏ちゃん　 ９ヶ月

　隆史 ・敏子さん（長女）

　　　　　磁

この予定表は、町民の参加を募る行事、町民を

対象とする事業につして掲載しております
。
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８月の納税　町　県　民　税　第２期

国民健康保健税第２期


